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1. 研究の目的



























































































I ， 以前より深まった知覚感受 I 
I I 




































靡 がいを力もじ かえるにへんしん1 （プルグミュラー ）とろう～ く音楽づくり〉せんりつ
あそぴ


























心 しん！ ＜音楽づくり＞ リズムをつ 変奏曲』 ，
いろんな子犬に かって，いろんな子犬 『きらきら星の芍迎こ
ム
へんそう に大/もしん！ よる 12の変奏』
しよう ！ （モーツァルト）
せ力↓ヽ 1うつく







崩点 罷 ～日本立冴tをた ペそこぬけ』などのしもう～ く音楽づくり＞わらぺうた
のばんそうあそび
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グ』の2曲を し 『海とお し 『小ぎつ
地獄』償』 の
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図15 アンケー ト自由記述欄より
アンケート結果より，以下の点が伺える。
①体を動かすことにより音楽を楽しく聴いたり表現し
たりすることができた。
②体を動かすことで，曲想と音楽の構造などとの関わ
りなどについての理解が深まることを，子ども自身
が自覚していた。
体を動かず活動が，子どもたちにとって，学習のね
らいを達成するうえで効果的であったことがわかる。
4. 2. 知覚感受の深まりが見られたか
各題材ごとに子どもたちが知覚感受を深め，各〔共
通事項〕を理解して次の学びへと活用していたことは，
以下の授業記録からもわかる。
題材〈リズムで大へんしん！〉第3時における，み
ゆきがつくった変奏を聴いた際の子どもたちの発言で
ある。
りさ：みゆきちゃんは，低い音にしていたと思います。
（＊音の高さに関する発言）
〈中略〉
ゆうた：へんしんアイテム（＊拍，音の高さ呼びかけとこたえ，
碑などの［西配釦釦のこと）あるやん。それを全
部吏ってて，よかった。
たかし：速度使ってないで。（＊速度に関する発言）
あい：私は，ひかりちゃんが呼びかけとこたえをつか
ってお話してるみたいにしていると思いまし
た。（＊呼びかけとこたえ．それをつかうことによる曲想に関
する発言）
〈中略〉
教師 ：みゆきちゃんのリズムは， どうだった？
（＊リズムの変化に目を向けさせるたぬか問いかけ）
子ども：（手拍子しながら）タタタタ・.。
ひとつの音楽を聴いて，それまでの学びを活用しな
がら様々な視点から音楽を聴き，子どもなりに分析し
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ていることがわかる。
〔共通事釦を，言葉だけでなく体全体で実感しな
がら理解したことによって，音楽を聴いたときに「音
の高さが..」と言いながら手で高さの上下を表したり，
「ここが呼びかけで・・」と言って呼びかけの部分で立
ってみたり，下線のようにリズムを手拍子で刻んだり
するようになった。
また，休憩時間にも，歌を歌いながらそのリズムに
合わせて歩くなど，授業で学んだことをつかって日常
生活においても体全体で楽しんでいる姿が見られた。
4. 3. 実感を伴った理解を促せたか
子どもたちは，最初は感覚的に音楽を聴きながら反
応して体を動かしている。思考を促し，実感を伴った
理解を促すためには，教師の問いかけが重要な役割を
担うことが実践をとおしてわかった。
以下は，題材〈何びょうしかな〉における『人形の
夢とめざめ』の鑑賞の際の記録である。
音楽が鳴り出すと， 3拍子を聴きとって，子どもた
ちは図2のような動きを始める。
しかし，音楽の途中で拍子が変わると，自然と子ど
もたちの動きもそこで変わったので，音楽を止めた。
教師：まさとくん，なんで急に動きが変わったの。
まさと：だって，さっきと違うから。
教師：何が違うの。
まさと：急に変わったから，困ってる。
子ども：速度が違う。
教師：もう一回そこをかけてみようか。
（再度聴いて体を動かす）
教師：1・2・3つてやってたのが，次はどうなった
のかな。
まさと：わかった。1・2・3つていうのが，途中か
ら合わんくなる。
たいし： 1・2になったんちゃう。
子どもたちは， 3拍子だった楽曲が途中で2拍子に
変わったことを体で表し，感じ取っていた。しかし，
それはこの時点では無意識的である。
下線部の教師の問いかけと立ち止まりがあることに
よって，自分の体の動きを省みることができ，拍子が
変化したことに気付くことができた。
子どもの無意識的な体の動きを手がかりに，思考を
促す発問や問いかけを工夫し立ち止まることで，子ど
もがその理由を意識的に音楽の中から探せるようにす
る。そうすることによって，単に知識を与えるだけで
ない， 実感を伴った理解を促すことができた。
5 成果と課題
アンケート結果からもわかるように，体を動かすこ
とによって， どの子どもも楽しみながら音楽を聴いた
り表現したりする活動に取り組むことができた。
体を動かず活動が，感覚的に音楽を捉えたり，音楽
を聴いて無意識に体を動かしたりする低学年期の子ど
もの実態や特徴に非常に適した活動であると感じる。
体を動かす活動を取り入れた実践をとおして，次の
ような効果が見られた。
(1)音楽と一体化することによる情意面意欲関心
の裔まり
(2)音楽の要素や構造などについて，実感を伴った
理解の促進
(3)無意識的な感じ方や気付きを自覚化
(4)他者の感じ方や気付きを目で捉えられることに
よる協同的な学びにおける学習の深まり
(5)指導者による子どもの学習状況の把握
このような効果によって，子どもたちの知覚感受を
深めることにつながった。
低学年の子どもたちは，語彙力にまだ個人差がある
ことがある。音楽を聴いたり表現したりして感じ取っ
たことや気付いたことを言葉で表すだけでなく，体で
表現する活動を取り入れることで，より一人一人の感
じ方や気付きを教師が見取れるようになるという，指
導者側の効果も感じ取れた。そこで見取れたことを全
体の場で教師が価値づけていくことによって，子ども
たちの知覚感受を深めていくこともできた。
ィ底学年期において体を動かず活動を多く取り入れる
ことによって，中・高学年においても前述のような効
果が十分に得られるであろう。
本研究では， 5つの実践をとおして，体を動かす活
動の有効性について明らかにすることができた。
しかし，本実践において取り入れた体の動きはまだ
ほんの一部である。今後は， リトミックにおける身体
表現などについて勉強し，様々な動きやアイテムを使
った動きの可能性についても探っていきたい。
本実践のように，低学年において体を動かす素地を
しつかりとつけたうえで，中・高学年においてもその
経験を生かして体全体で音楽を感じ取る実践を継続し
て行うことで，より知覚感受を深め，実感を伴った理
解へとつなげられるよう，更に研究を深めていきたい。
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